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                力（κ、1γ、．。）～Σγ尾、ψゐ（κ、1γ”一、）
                       尾三1
                力（κ、1γ、）～Σδ’”ρ’（κ拘1γ、）
























力         o         ABIC
1．0       0．50000D＋00
       0．10000D＋01
       0．20000D＋01
       0．40000D＋01
       0．80000D＋01
1．5       0．10000D＋01
       0．50000D＋00
       0．20000D＋01
       0．40000D＋01

















             表2．力：1，o＝4の場合のパラメータの推定値






































































































100％     ．’ ，一一
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 （3．2）             θ尾二11α左11カ   （々＝1，2，．．、，m）
にバラメトライズした上で，事前分布
                      m 1 一α三吻・ （33）           π（α）＝1］l  e                      左一1伍0
のもとで，ベイズ推定する方法である．ただし，（3．2）式で使った記号1111カは非線形変換
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             min c㌦一。o，     subject to 〃κ≦ろ，










     min c土z－o．z。，     subject to 〃z≦加。，     z∈”， 励∈沢
に関する1og potentia1関数
            ム（2，zo）＝m1o9（ofz－oo宕。）一109■（λ‘z一ろzo）
に対し，＜DH〉に関する1ogbarrier関数109n（〃2－5z。）のHesse行列を計量とする最急降下法を行っ
ている．」あるいは，r〈DH〉に対してAd1er－Karmarkar法を適用している．」と考えることによって統
一的に捉えられることを示した（［4コ）．さらに，これらの方法とKarmarkar法自身とのより直接的た対
応を見いだし，山下法，Fremd法がKarmarkar法自身と，ある意味で等価なものであることも明らか
